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1. 中央区総合交通計画とは 

 

1.1 中央区総合交通計画の目的と背景 

中央区総合交通計画は、人口増加に伴って増大する交通需要への対応や、交通弱

者等の移動の支援などの都市交通課題を解決することを目的として、平成 24 年６月

に策定されました。 

 

中央区は本計画を交通政策のマスタープランとし、交通政策を総合的に推進する

ための各種施策を「計画編」に、その実行スケジュールや役割分担を「戦略編」に

まとめ、これまでさまざまな施策に取り組んできました。 

 

一方、計画策定後 10 年が経過し、この間、本計画の上位計画となる「中央区基本

構想」（平成 29 年６月）、「中央区基本計画 2018」（平成 30 年３月）が改定されまし

た。 

また、都心部・臨海地域地下鉄構想の交通政策審議会答申への位置付け（平成 28

年４月）や、環状第２号線の暫定開通（平成 30 年 11 月）、東京 BRT のプレ運行

（一次）の開始（令和２年 10 月）など、本区を取り巻く交通環境も大きく変化して

います。 

さらに、ゼロカーボンシティの取組の拡がりを始め、新型コロナウイルス感染症

の拡大を契機とする個別配送サービスの需要拡大や、テレワーク等の普及による公

共交通機関の経営への影響など、社会情勢の変化も交通政策に新たな課題をもたら

しています。 

 

このような状況を踏まえ、令和３年度には、改定年次を迎える「戦略編」の改定

に加え、「計画編」の一部見直しを併せて行うこととしました。 

 

この新たな中央区総合交通計画のもと、中央区基本構想に掲げる本区の将来像で

ある「輝く未来へ橋をかける ― 人が集まる粋なまち」の実現に向けた取組をより

一層加速してまいります。 
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1.2 位置付け 

本計画は、「中央区基本構想」及び「中央区基本計画 2018」を上位計画とするとと

もに、中央区の「中央区緑の基本計画」や「中央区環境行動計画 2018」、東京都の「『未

来の東京』戦略」、「東京都長期ビジョン」等を関連計画とし、区の将来像を実現する

ための計画です。対象地域は中央区全域とし、徒歩、自転車、公共交通、自動車、物

流等の交通全般に関する今後のあるべき姿を示しています。 

計画編は、中長期を見越した交通のあるべき姿や方向性、その実現のための方針や

方法の大枠を示すものであり、計画期間を 20 年間とします。戦略編は、短・中期の

間に実施すべき施策とその役割分担等を示す実行計画であり、計画期間を 10 年間と

します。 

 

図 1 中央区総合交通計画の位置付け 

 

表 1 中央区総合交通計画の対象区域・対象とする交通・計画期間 

対象区域 中央区全域 

対象とする交通 徒歩、自転車、公共交通、自動車、物流等 

計画期間 計画編 平成 24（2012）年度から令和 13（2031）年度まで

（20年間） 

戦略編 令和 4（2022）年度から令和 13（2031）年度まで

（10年間） 
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2. 中央区の現況 

 

2.1 中央区の概況 

2.1.1 地勢 

○ 中央区の面積は約１０.１１５ｋ㎡で、東京都総面積の約０.４６％、区部総面積の約１.６１％を占

めています。これは、２３区で２番目に小さい面積です。 

○ 東京２３区のほぼ中央に位置し、５区（千代田・港・台東・墨田・江東）と接しています。また、東

側は隅田川、北側は神田川、南側は東京湾に接し、区内を日本橋川と亀島川が流れており、

水面・河川の面積は区面積の約１６.５％を占めています。 

○ 本区は、京橋地域、日本橋地域、月島地域の３地域から構成されています。 

○ 大部分の土地は、江戸時代以降の埋め立てによりできたため、起伏にとぼしく傾斜は緩慢で

す。 

○ 土地利用の割合は、道路等が約２９％、水面が約１６％、公共用地が約６％、公園等が約４％

あり、公共系の土地利用が約５７％を占めています。そのほかは、商業用地が約２４％、住宅

用地が約１０％、工業用地が約２％となっています。隅田川及び神田川の河川部を除く区全域

が市街化区域となっており、用途地域区分は大半が商業地域となっています。 

 

資料：地域区分（中央区、令和３（2021）年） 

東京の土地利用 平成 28 年東京都区部（東京都、平成 28（2016）年）を基に作成 

＊グラフの数字は端数処理の関係上、合計値が一致しない場合がある  

 

図 2 地域区分と土地利用状況 
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中央区の土地利用状況（％）
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2.1.2 人口 

(1) 概況 

○ 人口は、平成２２（２０１０）年時点で１１万人をやや上回っていましたが、定住人口回復施策と

近年の都心回帰現象との相乗効果により増加傾向が続き、令和２（２０２０）年には１６万人を

超えています。 

○ 今後も増加を続け、令和１２（２０３０）年には２０万人を上回ると予測されています。 

○ 昼間人口は約６０万人あり、都心の業務機能や都市活動を支えています。当面現在と同程度

の規模で推移し、将来的には緩やかに減少していくものと予想されています。 

 

 

資料：中央区将来人口の見通しについて（中央区）を基に作成 

＊令和２（2020）年までは住民基本台帳による実績値 

＊令和７（2025）年以降は「中央区将来人口の見通しについて（中央区）」に基づく推計値 

＊本推計は、令和３年（2021）１月１日を基準日とした人口推計を基に、令和３（2021）年４月１日

時点で修正を行ったものです。 

図 3 夜間人口の推移 

 

 

資料：東京都昼間人口の予測（東京都、令和２（2020）年３月）を基に作成 

＊基準人口は平成 27（2015）年 10 月１日の総務省統計局「平成 27 年国勢調査」による数値 

図 4 昼間人口の推移 
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(2) 地域別の人口 

○ 京橋、日本橋及び月島の各地域ではいずれも、引き続き人口が増加すると予想されていま

す。 

○ 区内においては、市街地再開発事業等が多く計画されており、今後も人口の増加が予想され

ています。 

○ 特に、月島地域においては、勝どき・晴海を中心に人口増加が見込まれています。 

 

   

資料：中央区将来人口の見通しについて（中央区）を基に作成 

＊令和２（2020）年は住民基本台帳による実績値 

＊令和７（2025）年以降は「中央区将来人口の見通しについて（中央区）」に基づく推計値 

＊本推計は、令和３年（2021）１月１日を基準日とした人口推計を基に、令和３（2021）年４月１日

時点で修正を行ったものです。 

図 5 地域別夜間人口の推移 
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資料：市街地再開発事業等地区（中央区、令和３（2021）年） 

図 6 市街地再開発事業等地区  
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(3) 年齢別人口 

○ 中央区の高齢化率は、令和２（２０２０）年時点で１５％であり、全国平均（２８％）と比較して低

くなっています。１０年後の令和１２（２０３０）年も同程度で推移することが予測されています。 

○ 高齢者の人口は平成２７（２０１５）年の約２万３千人から１５年後にはおよそ１.４倍の３万１千人

を超えると予測されています。 

 

 

資料：中央区将来人口の見通しについて（中央区）を基に作成 
＊令和２（2020）年までは住民基本台帳による実績値 

＊令和７（2025）年以降は「中央区将来人口の見通しについ

て（中央区）」に基づく推計値 

＊本推計は、令和３（2021）年１月１日を基準日とした人口

推計を基に、令和３（2021）年４月１日時点で修正を行っ

たものです。 

図 7 中央区の年齢階層別人口割合の推移 

 

資料：中央区将来人口の見通しについて（中央区）を基に作成 
＊令和２（2020）年までは住民基本台帳による実績値 

＊令和７（2025）年以降は「中央区将来人口の見通しにつ

いて（中央区）」に基づく推計値 

＊本推計は、令和３（2021）年１月１日を基準日とした人口

推計を基に、令和３（2021）年４月１日時点で修正を行っ

たものです。 

図 8 中央区の高齢者人口の推移 

 

資料：住民基本台帳による東京都の世帯と人口（町丁別・年齢別）（東京都、令和３（2021）年１月）、 

住民基本台帳による東京都の世帯と人口（町丁別・年齢別）（東京都、平成 27（2015）年１月）を基に作成 

図 9 中央区の年齢別人口の増減率（平成 27（2015）年、令和 3（2021）年） 
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2.1.3 産業 

(1) 業務機能 

○ 区内の事業所数は、平成１８（２００６）年時点では約４万４千事業所でしたが、平成２８（２０１６）

年には、３万６千事業所と減少しています。 

○ 事業所数は減少傾向にありますが、従業員数は平成２８（２０１６）年に約７６万人であり、平成

１８（２００６）年時点と比較すると増加しています。 

 

 

資料：平成 18 年度事業所・企業統計調査（統計局、平成 19

（2007）年 12 月）、平成 24 年経済センサス 活動調査

（統計局、平成 26（2014）年２月）、平成 28 年経済セ

ンサス 活動調査（統計局、平成 30（2018）年６月）を

基に作成 

図 10 都心 4 区の事業所数の推移 

 

資料：平成 18 年度事業所・企業統計調査（統計局、平成 19

（2007）年 12 月）、平成 24 年経済センサス 活動調査

（統計局、平成 26（2014）年２月）、平成 28 年経済セ

ンサス 活動調査（統計局、平成 30（2018）年６月）を

基に作成 

図 11 都心 4 区の従業員数の推移 
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(2) 商業機能 

○ 商店街は中央区全体に分布し、特に日本橋、八重洲、銀座一帯に百貨店と娯楽業、飲食業が

集中しています。 

○ 区内の小売業の年間商品販売額は都内第１位となっています。 

（中央区の小売業の年間商品販売額：約１兆５千億円） 

○ 区内の卸売業の年間商品販売額は都内第３位となっています。 

（中央区の卸売業の年間商品販売額：約２７兆円） 

○ 都内の商業集積地区の年間商品販売額上位１０位において、銀座が第１位、室町が第７位とな

っています。 

 

 

資料：平成 26 年商業統計（経済産業省、平成 27（2015）年 

12 月）を基に作成 

図 12 都心 5 区の小売業の年間商品販売額 

（平成 26（2014）年） 

 

資料：平成 26 年商業統計（経済産業省、平成 27（2015）年 

12 月）を基に作成 

図 13 都心 5 区の卸売業の年間商品販売額 

（平成 26（2014）年） 

表 2 都内商業集積地区の年間商品販売額上位 10 位（都内） 

 
資料：平成 26 年商業統計（経済産業省、平成 27（2015）年 12 月）を基に作成 
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資料：中央区商店街振興プラン 2016（中央区、平成 28（2016）年） 

図 14 中央区内の商店街分布  
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2.1.4 施設分布 

(1) 公共施設分布図 

○ 公共施設は区内全域に分布しています。 

○ 京橋地域には官公庁・公共機関が多く分布していますが、子育て支援施設はあまり多くあり

ません。 

○ 一方、月島地域には、これらの施設が多く分布しており、対照的な分布傾向となっています。 

○ 晴海には、晴海フラッグのまちびらきに合わせて公共施設の新設が計画されています。 

 

資料：ちゅうおうナビ（中央区）（令和４（2022）年２月時点）を基に作成 

図 15 中央区内の施設分布図  
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(2) 観光施設、文化施設の分布 

○ 銀座、日本橋、築地場外市場、日本橋問屋街、浜離宮恩賜庭園、もんじゃストリート、晴海トリ

トンスクエア等の観光施設が分布しています。 

○ 歌舞伎座や明治座､新橋演舞場など伝統ある劇場をはじめ､映画館や美術館などの文化施設

が集積しています。また、史跡・旧跡や歴史的建造物などの文化遺産も多数存在しています。 

○ 浜離宮恩賜庭園などのほか区内の主要公園を緑の拠点として位置付けています。 

 

資料：ちゅうおうナビ（中央区）（令和４（2022）年２月時点）を基に作成 

図 16 中央区内の観光施設・地域分布 
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2.2 区内の交通 

2.2.1 鉄道 

(1) 路線網 

○ 鉄道はＪＲ東日本、東京地下鉄、都営地下鉄の３事業者１１路線（２８駅）が運行しています。 

○ 区内全域を網の目のように運行していますが、晴海や豊海町などには鉄道の路線網はありま

せん。 

 
資料：国土数値情報 鉄道データ（国土交通省、令和２（2020）年 12 月）を基に作成 

図 17 中央区内の鉄道路線と鉄道駅 
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(2) 乗降客数 

○ 駅別の一日当たりの乗降客数は、東京駅（54 万２千人）が最も多く、次に銀座駅（14 万 9 千

人）、日本橋駅（12万千 9人）が多くなっています。 

○ 一駅当たりの乗降客数は、令和元（2019）年までは概ね増加傾向にあり、特に月島地域の勝

どき駅の乗降客数は大きく増加しています。一方、新型コロナウイルス感染拡大を受けて、令

和２（2020）年の乗降客数は減少しています。 

 

資料：駅別乗降人員順位表（2020 年度一日平均）（東京メトロ）、各駅の乗車人員 2020 年度（JR 東日本） 

各駅乗降人員一覧（2020 年 4 月～2021 年 3 月）（東京都交通局）を基に作成 

図 18 鉄道駅の一日利用者数 

 

資料：各駅乗降人員一覧（2020 年 4 月～2021 年 3 月）（東京都交通局）を基に作成 

図 19 勝どき駅の乗降客数 
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(3) 駅勢圏 

○ 鉄道の駅勢圏は、通常５００ｍ～１ｋｍとされていますが、高齢者や子供・子育て世代など交通

弱者の利便性を考慮し、本計画では３００ｍとしています。 

○ 主に隅田川沿い、豊海町及び晴海の全体が駅勢圏から外れています。 

 

資料：国土数値情報 鉄道データ（国土交通省、令和２（2020）年 12 月）を基に作成 

図 20 鉄道の駅勢圏（300ｍ）  
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(4) バリアフリー化状況 

○ 区内の鉄道駅は、東京駅を除き全て地下駅となっているため、バリアフリー経路の確保は重

要です。 

○ 「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー法）」が平成１８（２０

０６）年に施行され、各鉄道事業者によるエレベーター等の整備が進められています。令和４

（２０２2）年１月現在、２８駅中２６駅において地上からホームまでのバリアフリー動線がエレベ

ーターにより確保されています。 

○ ホームドアの設置については、令和４（２０２2）年１月現在、区内の鉄道駅２８駅中１１駅におい

て完了しています。 

 

表 3 区内各駅のバリアフリー化状況 

 

資料：鉄道駅におけるエレベーター等設置状況調査票 2022 年 1 月現在（中央区、令和４（2022）年１月） 
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(5) 構想路線 

○ 平成２８（２０１６）年４月の交通政策審議会答申で都心部・臨海地域地下鉄構想の新設及び

同構想と常磐新線（つくばエクスプレス）延伸の一体整備が位置付けられています。 

○ 国際競争力強化の拠点である都心と臨海副都心とのアクセス利便性の向上や山手線等の混

雑の緩和が期待されています。 

 

 

資料：東京圏における今後の都市鉄道のあり方について（答申）（交通政策審議会、平成 28（2016）年４月） 

図 21 地下鉄構想路線 
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